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時  の  視  点

　東京都製紙原料協同組合

第６９回　通常総会　開催
日　時：　５月１９日（月）午後４時００分

会　場：　上野精養軒　３階 ｢桜の間｣

司　会　　坂内　常任理事

開会の辞　　　〃

議　長　　冨澤　副理事長

閉会の辞　梨本　常任理事

　去る５月１９日（月）、東京都製紙原料協同組

合第６９回通常総会及び第６３回永年勤続従業員

表彰式が開催されました。

会場は、木立も一層緑色を増した上野公園内

精養軒で、多数のご来賓や組合員、業界新聞社の

方々がご出席くださいました。今回は改選を含め

定款や規約の変更議案のある総会でした。

　令和６年の日本の紙・板紙生産量は２, １６１万

トンで昨年比３. ９% 減、払出は１, ９９２万トンで

昨年比２. ８% 減、消費量は１, ３６８万トンで昨年

比５. ７% 減であった。

生産量の内訳は、紙が１, ００９万トンで昨年比

３. ３% 減、板紙が１, １５２万トンで昨年比０. ４%

減であった。新聞用紙、印刷・情報用紙、包装用

紙の減少はコロナ禍により在宅勤務でリモート

ワークが続き、新聞用紙は１５２万トンで８. ８%

減、 新 聞 発 行 部 数 は ２, ６ ６ １ 万 部 で 前 年 比

１９７万部減となった。情報収集の多様化に伴い

若年層を中心に新聞離れが進んでいることや、

広告のネット等へのシフトといった要因により

減少傾向が続いている。一方、段ボール原紙は

８６８万トンで０. ５% 減、衛生用紙は２. ８% 増で

プラスだった。

　古紙回収量は１, ６７７万トンで昨年比０. １%

増だった。国内での古紙使用量は１, ４６８万

トンで、昨年比２４４万トン減である。品種別で

は段ボール古紙が１, ０４３万トンで昨年比

１１８万トン減だが、段ボール比率は２年連続で

６割を超えた。新聞古紙は１８９万トンで昨年比

２２万トン減少し、雑誌古紙も２３０万トンで

昨年比３４万トン減だった。
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古紙回収率は８１. ７% で、昨年の８１. ６% を上回

った。また古紙利用率は６６. ６% で０. ２% マイ

ナスだった。目標である６４% を１０年連続で

上回った。

　古紙輸出は１２年前のピーク時４９３万トン

から、２００万トンとなり前年比１０% 減、量と

して２２万トン減となった。中国が古紙輸入規制

を２０１７年に発表してからは完全輸入禁止とな

り、最大輸出相手国は中国からベトナムに変わり

７２万トン、台湾４８万トン、韓国２８万トン、

マレーシア１９万トン、インドネシア１８万トン、

タイ１４万トンとなった。それに対して段ボール

原紙輸出は７７万トンの０. ７% 増であった。

　昨年は、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化

に加え、中東でもイスラエルとパレスチナで

大規模な紛争が発生、世界情勢や国内情勢の不安

定な影響で経済活動が停滞しないことを願って

いる。昨年は、元日に地震が能登半島地方を襲い、

その後も猛暑や豪雨など近年では常態化した

大規模な災害が列島各地で多発する一方、新型

コ ロ ナ が 落 ち 着 き、 昨 年 の 訪 日 外 国 人 数 は

２０１９年を上回り過去最高を更新し、インバウ

ンド需要は成長分野の一つとなった。

またコロナ禍で企業や自治体のリモートワークが

続いており、デジタル化・ペーパーレス化による

紙の使用量減少、これら変化に我々は如何に対応

すべきか大きな課題に直面している。

産業古紙に関しては発生元である印刷所、製本所

の数が減少している。この様な市場の変化に対応

するには此方も変化しなければならない。昨年は

青年部を中心に印刷所、製本所の若手経営者との

交流や情報交換が行われた。また紙以外のリサイ

クル工場の視察も行われた。組合事業も各支部

単位での活動や、家庭紙メーカー、製本業界、

リサイクル業界との交流が回復した。また合同

新年会や理事及び理事経験者の交流の場である

清風会も開催された。
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理事長挨拶
東京都製紙原料協同組合

理事長　上田  晴健

事業方針

　昨年は新型コロナウイルスも落ち着き海外から

のインバウンド旅行客が過去最高人数となった。

インバウンド需要増加のおかげで内需は緩やかな

回復が見込まれている。国内の大手企業は、昨年

に続き社員の給与ベース・アップが見込まれてい

る。しかし、中小企業にはなかなか恩恵が及ばず、

その中、我々業界である紙・板紙の内需見通しは

４年連続で減少すると見込まれている。依然

として紙、特にグラフィック系については、デジ

タル化の流れという問題に直面し、需要減少の

厳しい状況が続いている。

また、リモートワーク、デジタル化により産業

古紙やオフィス古紙の回収も低調に推移している。

また、古紙発生量が減少する中、２０２４年問題

は続き、人手不足、人件費と回収コスト増加に

加えて電気・石油・ガス燃料費の高騰に見舞われ

ている。

またロシア・ウクライナ情勢、イスラエル・

パレスチナ情勢により国際情勢の変化は引き続き、

今後も注意が必要であります。

社会経済活動の回復、インバウンドを含めて経済

活動の歯車が動き始め、ネット通販の拡大や

食品・化粧品・健康関連市場の伸びが予想され

ます。また、防災による備蓄意識の高まりにより

引き続き衛生用品など、ペーパータオルの需要増

等もプラス要因である。

しかし、日本の紙・板紙需要の減少は避けられず、

古紙業界を不透明感が覆う状態が続くと思われる。

　古紙発生量の減少、回収コスト、人件費の上昇

が続く中、我々組合は引き続き古紙の安定供給に

力を入れて頑張らなければいけない。その為にも

製紙会社との信頼関係をこれからも維持強化し、

お互いにメリットのある価格を維持することが

必要である。

また全原連傘下の組合として認定制度など積極的

に協力し、組合が永続的に繁栄出来るよう、有益

な新事業にも取り組み活性化につなげたいと思っ

ております。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
a
b
c
d

e
f
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
��
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�

�
��
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
a
b
c
d

e
f
�
�
�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
��
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�

�
��
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

e
f
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
e
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
��
�
�
�
�
��

�

�

�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
��
�
�
�
��

�

�

�

�

�

�

�

�

e
f
�
�
�

�

�

�

�

�
�

�
�
�
�
e
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
��
�
�
�
�
��
�
�
�



No.3412025 年 7 月

5

今年度も組合員にとって有益な組合であるよう

に、努力を続けて行く所存です。

（１）全原連をはじめとした業界団体との連帯を

	 強め、当組合の意見を反映させる。

（２）支部内で勉強会、懇親会を企画し、支部の

	 交流につなげる。

（３）支部間の横断的交流を促進し、地域別・

	 会社別の業態の違いを学ぶ。

（４）世代交代を進める為、次代を担う青年部

	 若手組合員に研修と活躍の場を提供する。

（５）海外向け古紙共販事業を実施し、調査・

	 研究をする。

（６）各組合員が業務上必要とする備品の共同

	 購入を実施する。

（７）ＴＰＩＣＯ制度の運用と普及。

（８）組合員及び組合にメリットのある、賛助

	 会員制度を進める。

（９）組合員間のコミュニケーションに資する

	 ゴルフコンペ、懇親会等を開催する。

議 案 審 議
〔組合員総数１４０名中　本人出席２９名、　

委任状提出者５０名、議決権有総数７０名〕

第１号議案	 令和６年度事業報告書及び決算関係

	 書類承認の件

	 令和６年度事業報告書

 	 　　　　	 　　工藤（充）事業部長

	 決算関係書類について　

			   　　大久保　会計理事

	 監査報告	 　　辻　監事

第２号議案	 令和７年度事業計画、収支予算案

並びに経費の賦課及び徴収方法決定の件

	 令和７年度事業計画案

			   　　工藤（充）事業部長

	 令和７年度収支予算案並びに経費の

	 賦課及び徴収方法について

　朝倉　会計理事

第３号議案	 令和７年度借入金残高の最高限度額

	 決定の件　　　　　朝倉　会計理事

第４号議案　定款一部変更の件　　　冨澤　議長

第５号議案　定款変更認可申請における字句の

	 一部修正委任の件　　　冨澤　議長

第６号議案　規約変更の件　　　　　冨澤　議長

第７号議案　役員報酬決定の件　　　冨澤　議長

第８号議案　理事及び監事選挙の件　冨澤　議長
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以上、第１号議案から第８号議案はすべて原案通り

可決されました。

尚、第４号議案の定款一部変更に関しては、定款

第３条の地区の変更で今までの東京都の区域に

埼玉県が加わります。

第６号議案の規約変更は東京協組規約第６条の

支部で、山手支部がなくなる事により９支部から

８支部に変更となります。

変更内容は山手支部の旭商事（株）東京営業所が、

荒川支部へ移籍。（株）小池商店が城南支部へ

移籍。残りの山手支部８組合員「宇都木商店、

王子浮間古紙センター（株）、（株）カネイ紙業、

斉藤紙業、（有）徳永商店、（株）長井紙業、

（有）マ ル 浜 鈴 木 紙 業 、（ 株 ） 山 田 洋 治 商 店 」

は 文京支部へ移籍となります。

　最後は梨本常任理事が閉会の挨拶をされて通常

総会は滞りなく終了致しました。

　尚、今回の理事及び監事選挙の件では、理事が

１０名退任して１名は監事となりました。又、

新理事が６名加わり、理事２８名・監事２名での

体制となりました。変更者は以下の通りです。

退任理事：	清水常任理事・山口常任理事・

	 近藤（行）常任理事・安立常任理事・

	 坂田理事、齋藤理事、徳永理事、

	 木内理事、庄司理事、小池理事

退任監事：	久保田　監事

役職変更：	清水常任理事が監事に就任

	 田中理事が青年部長と常任理事就任

	 皆川理事、工藤（嗣）理事が常任理事	

	 に就任

新 理 事：	 大浦　憲一郎 常任理事 大洋紙原（有）

	 ＊江墨支部長及び常任理事

	 近藤　英彰　常任理事　美濃紙業（株）

	 長谷川　義久　理事　　長谷川紙業

	 坂田　亮佑　理事（有）坂田亮作商店

	 中村　正実　理事　（株）共益商会

	 関根　幸知　理事　（株）関根商店
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第６３回　永年勤続従業員表彰式

午後５時１５分

　通常総会終了後、引続き行われた従業員表彰式

には多数のご来賓の方々がご参加くださいました。

　井出常任理事が開会の挨拶をされたあと、

上田理事長の挨拶と本日表彰式に出席された

被表彰従業員１名の方に、表彰状と記念品が贈呈

されました。

司会及び開会の辞　井出　常任理事

閉会の辞　　　　　高橋　常任理事

　　ご 来 賓 （出席者）

□	 衆議院議員　　

	 資源リサイクル推進議員連盟事務局長

	 　　当組合顧問　松原　　仁　様

□	 経済産業省製造産業局 素材産業課

	 　　企画官　　　菊池　孝憲　様

□	 経済産業省製造産業局 素材産業課

	 　　古紙係長　　西島　莉恵　様

□	 東京都産業労働局商工部　経営支援課

	 　　課長　　　　中島　裕貴　様

□	 東京都産業労働局商工部　経営支援課

	 　　課長代理　　野崎　直人 様

□	 （公財）古紙再生促進センター　

	 　　専務理事　　川上　正智　様

□	 （公財）古紙再生促進センター関東地区委員会

	 　　副委員長　　田中　敏博　様

□	 全国製紙原料商工組合連合会

	 　　理事長　　　大久保　信隆　様

□	 関東製紙原料直納商工組合

	 及び協同組合出版リサイクルセンター　

	 　　理事長　　　藤川　達郎　様

□	 東京都製本工業組合　

	 　　理事長　　　鈴木   博　様

□	 （株）商工組合中央金庫上野支店 

	 　　支店長　　　堀之内　寛人　様

□	 東京都中小企業団体中央会　

	 　　主幹　　　　大下　誠之　様

□	 ( 公社）東京都リサイクル事業協会

	 　　副理事長　　佐々木　義春　様

□	 東京都資源回収事業協同組合　

	 　　副理事長  　上村　邦彦　様

□	 都市近代化事業協同組合　

	 　　代表理事   　大久保　孝　様

□	 協同組合出版リサイクルセンター　

	 　　専務理事　 　近藤　直仁　様
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□	 全国製紙原料企業年金基金　理事長

	 及び当組合顧問　近藤　 勝　様

□	 大同生命保険株式会社 上野支社　

	 　　支社長　　　斎藤　俊和　様

□	 株式会社ウィル・プロモート　

	 　　代表取締役　近藤 　靖俊　様

□	 株式会社ウィル・プロモート　

	 　　部長   　　　宮内　亮一　様

□	 （一財）あんしん財団　

	 　　課長補佐　　南浦　政規　様

□	 杉山会計事務所　

	 　　税理士    　　杉山　靖彦　様

賛助会員（出席者）

□	 （株）Ｆ - ＳＵＮツーリストジャパン

	 　　代表取締役　小林　宏至　様

表彰従業員氏名

□　男性　◆　女性　（順不同、敬称略）

〔勤続２０年以上〕		  １名

□初　明月	 （有）富士紙業

〔勤続１５年以上〕		  １名

□高橋　秀登	 美濃紙業 （株）

〔勤続１０年以上〕		  ７名

◆浅賀　友子	 グリーンロジテック（株）

□岩田　宗人	 グリーンロジテック（株）

□関　宏之	 グリーンロジテック（株）

□田中　聖和	 グリーンロジテック（株）

□増田　友和	 グリーンロジテック（株）

□菊地　博之	 美濃紙業 （株）※

□能登　保晴	 （有）富士紙業

（※同姓同名）

〔勤続５年以上〕	 　１０名

□横溝　英一	 グリーンロジテック（株）

□髙澤　豊	 美濃紙業 （株）

◆相川　文子	 美濃紙業 （株）

□氏家　昇二	 美濃紙業 （株）

□成毛　司	 美濃紙業 （株）

□菊地　博之	 美濃紙業 （株）※
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□本間　隆之 美濃紙業 （株）

□石森　啓之 美濃紙業 （株）

□赤澤　勇太 （有） 坂田亮作商店

□笠井　弘樹 （有）富士紙業

表彰

謝辞

集合写真

来賓ご祝辞

□　経済産業省製造産業局 素材産業課

　　　　企画官　菊池　孝憲　様

□　東京都産業労働局商工部　経営支援課

　　　　課　長　中島　裕貴　様

閉会の辞
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祝賀懇親会
午後６時～

　引き続き午後６時より３階桜の間で祝賀懇親会

が行われました。

司会の皆川常任理事の開宴の辞に続き、上田理事長

の挨拶がありました。

続いて、ご来賓の衆議院議員　松原　仁　様の

挨拶を頂きました。そして（公財）古紙再生促進

センター専務理事　川上　正智　様からお祝辞を

頂きました。

引き続き司会者より他のご来賓の紹介がありまし

た。

乾杯のご発声は、全国製紙原料商工組合連合会

理事長　大久保　信隆　様の音頭で宴が開かれ

ました。

宴会の終盤で新三役（３名とも留任）と青年部

新部長と新幹事長の紹介がありました。

賑やかな雰囲気の中、祝賀会も終わりが近づき、

関東製紙原料直納商工組合及び協同組合出版リサ

イクルセンター理事長　藤川　達郎　様より中締

めの挨拶があり終了となりました。

総会から出席頂いた組合員の皆様にはお疲れ様で

した。また、全ての式典が無事終了しましたこと

を心より御礼申し上げます。

来賓ご祝辞

□　衆議院議員　当組合顧問　　

　　　　松原　 仁　様

□　（公財）古紙再生促進センター

　　　　専務理事　川上　正智　様

祝賀会　司会
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乾杯のご発声

□　全国製紙原料商工組合連合会

　　　　理事長　大久保　信隆　様　

三役

田中青年部長

中締め

□　関東製紙原料直納商工組合及び協同組合出版

　　リサイクルセンター　理事長　藤川　達郎　様

会場風景

会場風景
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時  の  話  題

新理事就任の挨拶

足立支部　近藤 英彰

　本年度より理事に就任致しました足立支部所属 

美濃紙業㈱の近藤英彰と申します。

私は当組合青年部に㈱工藤商店の工藤会長が、

青年部長で㈱廣田の廣田社長が幹事長を務めてい

らした時に入会しました。

それ以来、多くの先輩方にお世話になりまして

大きく成長できたと感じております。コロナ前に

青年部幹事長を拝命し、４年間活動させて頂き

ました。思うように活動できない期間もござい

ましたが、私の大きな財産となっております。

　今回、理事に就任させて頂きます。皆様と活動

できることを楽しみにしております。また業界

の発展のために尽力したいと思います。

今後ともどうぞ宜しくお願いします。

新理事就任の挨拶

城南支部　坂田 亮佑

　このたび、東京都製紙原料協同組合の理事に

就任いたしました有限会社坂田亮作商店の坂田

亮佑と申します。青年部での約３年間の活動を

経て、いよいよ「見知らぬ若手」から「名前と顔

が一致する人」へと進化するタイミングをいただ

いたのかな、と少々不思議な気持ちでおります。

　大学までサッカーに打ち込んでいましたが、

社会に出て感じるのは、パスの出しどころに迷う

のはピッチの上より会議室の中、ということです。

ボールも話もよく回る組合であるために、世代

間でのつながりを大切にし、気軽に話し合える

ような空気作りが出来ればいいなと思っておりま

す。

　古紙業界を取り巻く環境は決して明るいとは言

い難いですが、組合の一員として、そして理事と

いう立場から、現場の声を大切にしながら、業界
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の未来に少しでも貢献できるよう努めてまいりま

す。

皆さま、今後ともどうぞよろしくお願いいたしま

す。

新理事就任の挨拶

江墨支部長　大浦 憲一郎

　このたび、東京都製紙原料協同組合の常任

理事に就任いたしました江墨支部所属大洋紙原

（有）の大浦憲一郎と申します。まずは、皆さま

のご支援とご信頼を賜り、誠にありがとうござい

ます。

理事としての責任の重さを痛感するとともに、

皆さまの期待に応えられるように誠心誠意努めて

参る所存です。

私自身、未熟な点も多くございますが、組合活動

の発展と古紙業界の活性化の為に、積極的に意見

交換し、協力して活動を進めてまいります。

古紙リサイクルを通じて、持続可能な社会の実現

にむけて様々な取り組みを進めているこの組合の

為に微力ながらお手伝いさせていただきたく存じ

ます。どうぞ宜しくお願い致します。

新監事就任の挨拶

文京支部　清水  弘允

　今年度から監事に就任した清水です。

東京協組との関係は長く、４０年程前に東京に

戻って親の仕事を継いで以来です。

文京支部に所属して今日に至りますが、４０年も

経てば様々の事があり、多くの皆様との思い出を

残す事が出来ました。

　文京支部では支部長を経験し、本部の理事、

副理事長も経験させて頂きました。

その中でも広報委員会での思い出は多く、今でも

現役の広報委員ですが、各号で記事の依頼、校正

など楽しませてもらっています。
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今後は、それに監事の役割が加わりますが歳も

取っていますので、無理のない範囲でお役に立て

ればいいなと思っています。

青年部長に就任して

青年部長　田中  淳一

　この度、青年部長をおおせつかりました田中です。

私が青年部に加入させていただいたのが平成１７

年か１８年頃で、平成２７年に幹事長を歴任して

から２０年位立ちます。あっという間の２０年で

すが、青年部に入って良かったと思う事が沢山

ありました。

特にこの業界の方々との交流の場を持てる事は

とても良い事と思います。

全く違う業界にいた私は、何もわからないまま

この業界に飛び込んできた。ですが、青年部に

入会させていただき、最初は知らない方ばかりで

緊張していましたが歴代の部長、幹事長や部員の

方に色々と気にかけていただき、すぐに馴染む

事が出来ました。

今後は、これまでの経験を活かし、歴代の部長の

様に新しい部員の方にも入りやすい意義のある

青年部にしていきたいと思います。

コロナも大分落ち着き組合活動も普通に戻ること

が出来ていますので今回、新しく青年部に入って

いただいた方や、これから入っていただける若手

部員にも色々と楽しみながら勉強もしていただき

次期理事候補などの育成と親組合に少しでも協力

出来ればと思います。

これからもご協力とご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

集荷部会開催

集荷部長　梨本 竜範

　集荷部会を４月２１日（月）「過門香」上野

バンブーガーデン店で午後６時から行いました。

　理事長、直納部長をはじめ沢山の方にご参加

いただき古紙の情報交換、市況などの話をしな

がら中華料理をいただきました。

今後、集荷部会を数回開催して情報交換等をして

いこうと思いますので、皆様参加していただけれ

ばと思います。

清風会ゴルフコンペ

文京支部　梨本 竜範

　４月１７日に平川カントリーゴルフクラブにて

清風会ゴルフコンペが行われました。

４組１４名で晴天の中、風もさほどない中での

プレーになりました。距離の長いコース、速い

グリーンと林に苦労しながらも、皆さま楽しみ

ながらゴルフが出来たと思います。

プレー中はゴルフ、仕事、一番話したのは健康の

話でした。

　清風会ゴルフコンペはハンデ戦なのでハンデに

恵まれて優勝できました。
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順位は１位梨本理事でベスグロは近藤昌和理事で

した。

次回は１０月２３、２４日に川奈ホテルゴルフ　

コースで開催予定になります。

青年部ゴルフコンペ

青年部長　田中 淳一

　青年部ゴルフコンペが令和 7 年３月１２日 ( 水 )

ゴールド木更津カントリー倶楽部にて開催されました。

雨の少ないこの季節なのに、当日は小雨と濃

霧で５メートル先が見えないという最悪のコン

ディションの中で開催いたしました。

一時的にはボールの行先がわからない時もあり、

そのままプレーする事になりカートのナビの

コース全体画面を確認して打つ方向を確かめる

という通常とは違うゲーム感覚の様なゴルフと

なりました。

意外にもボールを見失う事もなくメンバーの方と

楽しくプレーする事が出来ました。

ここのグリーンはとても早くプロのトーナメント

などでは、１１〜１２フィートで調整される事が

多いのですが、当日ここのグリーンは１０. ５

フィートで雨にもかかわらず乗っても下まで落ち

るというとても難しいグリーンでした。

濃霧のせいなのかわかりませんがいつもはスライ

スばかりの私ですが「この日はこっち側だよね」

の感覚で打つとまっすぐにボールが飛び「この

方向でボールなかったら今日は終わりでしょ」で

なんとドラコン２つとニアピン１つを取ったにも

かかわらず最終スコアーは××× ( 記載出来ない

位 ) でした。

しかし上限なしのハンディキャップに恵まれてな

んと清風会に続き、優勝することが出来ました。

次回も参加したいと思います。幹事長の新井正樹

さん企画ありがとうございました。

成績は　優勝　株式会社　赤松商店　田中淳一

　　　　２位　株式会社　清　水　　清水朋子

　　　　３位　株式会社　梨　本　　梨本竜範

青年部工場見学会
　青年部　近藤 行輔

　令和７年４月２２日（火）神奈川県横浜市に

ある「キリンビール横浜工場」を見学いたし

ました。

　青年部のメンバー６名が参加。キリンビールの

歴史や製造工程について、実際の現場を間近で

見学する貴重な機会となりました。見学ツアー

で は、 ビ ー ル の 原 料 で あ る 麦 芽 や ホ ッ プ に

実 際 に 触 れ な が ら、 醸 造 タ ン ク や 発 酵 工 程、

缶詰めライン等、製品が出来上がるまでの一

連の流れを詳しく学ぶことができます。現場は衛

生管理が徹底されており、製品に対する高い品

質意識を感じることができました。

　見学の最後には、お待ちかねのビール試飲タイム。

キリン一番搾り他を味わいながら、製造と味の

つながりを実感しました。ドライバーや未成年者

にはノンアルコール飲料も用意されており、

安心して参加できる配慮がされていたのも印象的

でした。工場見学費５, ０００円で、学習・ビール

4 杯 & おつまみと最高のコスパです。

今回の工場見学を通じて、製品に対するこだわり

や品質管理の大切さを感じるとともに、私たちの
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業界においても、紙の原料である「古紙」は

モノづくりの一環であり、品質意識を高めていく

必要があると改めて感じました。工場見学後は

場所を移し懇親会を実施。他社製のビールも

飲み比べながら今後の活動について話をして

盛り上がりました。

　今後も懇親会、勉強会、工場見学等、積極的に

活動して参りますので、引続き青年部をよろしく

お願いします。

青年部総会開催

青年部前幹事長　新井 正樹

　令和７年５月１９日 東京都製紙原料協同組合

青年部総会にお忙しい中、ご出席いただきました

皆様に、心より感謝申し上げます。滞りなく議事

を進行することができましたのも、ひとえに皆様

のご協力の賜物と存じ、重ねて心より御礼申し上

げます。

さて、私ごとではございますが、この総会をもち

まして、幹事長の職を退任することとなりました。

この２年間、幹事長として青年部の活動に携わら

せていただき、本当に多くの貴重な経験をさせて

いただきました。

この間、青年部は様々な活動に取り組んでまいり

ました。ＩＴ勉強会、防災体験学習施設の見学、

㈱ JPLAN の繊維と繊維の工場見学、ファイバー

シーディエム㈱の古着選別施設の見学、そして

部員間の親睦を深めるための交流会など、数え

上げればきりがありません。時には、大阪の古着

選別施設への行き方のやりとりで私は困難に直面

することもありました。それでも、幹事長である

私を支えてくださった皆様のお気遣いとご協力に

より、そのようなことも乗り越えることができま

した。

特に印象深いのは、昨年実施した東資協青年部と

三紙会との合同懇親会です。参加した方々と交友

を深めることができ、幾多もの話題を出し合い、

各々のしごとの未来を共に創造していこうという

一体感を感じた活動だったと実感しています。　

皆さんの真剣な表情と笑顔が、おこがましいこと

ではありますが、ご自分の会社に戻ってからも

仕事に役立てていただければ幸いです。この２年

間、未熟な私を支え、共に活動してくださった

青年部の皆様、そして私たちの活動にご理解と

ご支援を賜りました親組合の皆様に心より御礼申し

上げます。皆様との出会い、共に過ごした時間は、

本当に素晴らしい経験です。この青年部には様々

な立場、様々な経験を持つメンバーが集っています。

それぞれの知恵と力を持ち寄り、時に議論し、

時に助け合いながら、私たち青年部はこれまで

も成長してきました。会社の重責を担いながら

も青年部の活動に積極的に参加し、共に取り組

んでくださった皆様には、深く感謝申し上げます。

皆様のご活動は、青年部のみならず、親組合全体
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にも一層の厚みと広がりをもたらしてくれたと強

く感じております。これからは、新しい皆川幹事

長のもと、青年部はさらに発展していくことと確

信しております。精鋭だからこそ実現できる、き

め細やかな連携と熱い情熱で、青年部の発展に今

後も大いに貢献されることを期待しています。互

いの良さを活かし、尊重し合いながら、これから

も素晴らしい活動を続けていってください。私も

一組合員として、微力ながら陰ながら応援し続け

てまいります。

最後になりますが、青年部総会にご出席いただき

ました皆様の、今後ますますのご健勝とご活躍を

心よりお祈り申し上げまして、締めくくらせてい

ただきます。

支　部　便　り

文京支部総会

文京支部長　笹田　康平

　５月２９日（木）に池袋の青龍門にて文京支部

の総会を開催致しました。会を始めるにあたり、

長きにわたり文京支部を支えて頂いた（有）オオ

シバの大柴和男さんを偲び、参加者全員で黙とう

をささげる時間を設けさせて頂きました。

その後、支部総会を進めさせて頂き、今回も無事

に終えることができました。いつも通り食事と

お酒を飲みながら、今後の支部の活動につながる

ような楽しい話し合いができたと思います。

また、今期より山手支部と合併したことで、より

多くの方たちに支部会への参加を呼び掛けていき

たいと思います。引き続き、支部の皆様のお力添

えを賜りたく、お願い申し上げます。

台東支部総会　

台東支部　近藤  達也
 

　令和７年５月８日（木）浅草「和洋食いいま」

にて支部員６名の参加で台東支部総会を開催致し

ました。

総会では近藤昌和支部長を議長に選出し、第一号

議案から第三号議案すべての議案が承認され無事

終了致しました。

総会終了後、懇親会を開催致しました。

足立支部総会　

足立支部長　高橋 宏明

　足立支部総会を５月１１～１２日、箱根天成園

にて開催しました。当日は小田急ロマンスカー

北千住発と新宿発の別々に分かれての予定でしたが、

正午前に人身事故が有り、そのことを知らずに各駅

に向かいそこでロマンスカーが運休していること

知りました。

新宿組は普通列車で箱根湯本まで２時間。北千住

組は東海道線で小田原駅へ。当初の予定より遅れ

ての到着となりましたが、いつもと違いトラブル

をそれなりに楽しく過ごせました。

支部総会は無事に全ての議案を承認されて終わり

ました。

山手支部閉部に寄せて　

山手支部前支部長　鈴木 邦浩
 

　早稲田鶴巻町、首都高速早稲田ランプを降りた

辺りに「金鯱」という料亭がありました。辺りは

繁華街でも飲み屋街でもなく町工場がひしめく裏

路地でひっそりと営業をしているような店で、昼

時になれば製本会社、印刷会社のユニホームを着

た職人さん工員さんで賑わう様な場所柄です。こ
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のお店で山手支部の支部会が毎月１９日に行わ

れていたのは４０年位前からのことだと思います。

当時、所属支部員は３０業者位で毎月の支部会

にもいつも２０名位の支部員が集い、仕事の話だけ

でなく様々な話題で盛り上がつたり、時にはぶつ

かり合ったりしながらもとても熱量の多い支部会

でありました。

支部の総会は熱海や箱根で行うことが多く、家族

慰安会、ゴルフコンペ等々活発に活動しておりま

した。今ではこの界隈も製本、印刷会社は激減し、

代わりに高層のマンションやオフィスビルが

立ち並び、街を歩くのはビジネスマンばかりです。

元々、山手支部員は産業古紙の集荷を主としてま

いりましたので年々廃業する業者が増え、昨年度

は１０業者にまで落ち込み閉部となった次第です。

去る３月２２日に目白稲毛屋にて最後の山手支部

総会が行われ山手支部閉部が承認されました。

長い間、また最後まで支部活動にご協力頂きまし

た支部員の皆様には心より感謝申し上げます。

また、営々と山手支部を築いてこられました諸

先輩方には感謝とともに大変申し訳なく思って

おります。

今年度より、文京支部での活動となりますが引き

続きよろしくお願いいたします。

組 合 員 の 広 場

♪ことわざミニ知識♪

「命あっての物種」
何事も命あっての上のことで、命を大切にしなけ

ればいけないということ。

支部スケジュール

千代田支部

　納涼会　　８月　　日にちと場所未定

文京支部　

　支部会　　７月・９月は、日にちと場所未定

　納涼会　　８月　　日にちと場所未定

台東支部

　納涼会　　７月１８日（金）アサヒビアホール

　支部会　　９月　　日にちと場所未定

荒川支部

　スケジュール未定

足立支部　　

　支部会　　７月１７日 ( 木 )　北千住

　支部会　　９月　日にち未定　北千住

城南支部

　支部会と納涼会　８月２３日（土）

　　　　　　　　　品川・むつみ丸　

　ゴルフコンペ　９月４日（木）富士ゴルフコース

江墨支部

　納涼会　　７月１９日（土）場所未定

　支部会　　８月・９月は休会

城北支部

　支部会　　７月～９月の開催予定なし

８月２７日（水）　直納部委員会及び納涼会
委員会（ｐｍ5：00～）　納涼会（ｐｍ5：30～）

場所：　根岸「宮川」



19

No.3412025 年 7 月

８月１３日（水）～１５日（金）事務局　夏季休暇

お　知　ら　せ

〔７月会議 〕

〔７月会議・催事予定 〕

７月　２日（水）	 共販輸出委員会（ｐｍ3：45～）東天紅

　　〃	 理事会（ｐｍ 4：00 ～）

　　〃　　　　	 清風会研修会（ｐｍ 5：00 ～）

　　〃　　　　	 清風会納涼会（ｐｍ 6：00 ～）

７月　７日（月）	 静岡県紙業協会家庭紙部会と懇談会

　　〃　　　	 事前会議（ｐｍ1：10）本会議（ｐｍ1：30）

	 富士工業技術支援センター

７月１４日（月）	 製本工組との懇談会（ｐｍ6：00～）

	 上野・翠鳳

７月２４日（木） 	古紙センター業務委員会（ｐｍ1：30）

	 センター会議室

　　〃	 全原連役員会（ｐｍ 3：00 ～）

	 センター会議室

７月２８日（月） 	古紙センター関東地区委員会

	 （ｐｍ4：00）センター会議室（全員リアル）

	 懇親会（ｐｍ5：30）銀座ライオン

７月３０日（水）	 集荷部会（ｐｍ６：00～）　湯島  「極」

８月１３日（水）～８月１５日（金）組合事務局夏期休暇

　

〔古紙価格〕

〔東資協の古紙 4 品の標準売値〕

令和７年６月１２日現在

新　聞　     6 円～ 11 円（横ばい )

雑　誌　     2 円～　5 円（横ばい )  

段ボ－ル　 5 円～　8 円（横ばい )  

〔令和７年度ランク変更〕　

城南支部：（株）滝山　代表者　加納　史雄

　　　　　新ランク  直納Ｅ  令和７年４月１日付

〔組合員脱退〕

荒川支部：（株）マンモスエコロジー　

代表者　藤井康輔　廃業の為　令和７年２月２８日付

城南支部：　瀬口商店　代表者　瀬口　和彦　

業務縮小の為　令和７年３月３１日付

台東支部 :　近藤美實商店　代表者　本吉まゆみ

廃業の為　令和７年５月３１日付　

〔組合新加入〕

城南支部：（株）マンモスエコロジー代表者  清水   豪

　　　　令和７年３月１日付（新会社として誕生）

城北支部：（有）渡辺商店　代表者　渡辺　義

埼玉県戸田市　令和７年７月１日付

〔訃　報〕 

城南支部 ：（有）舟戸寿男商店の代表者  中村  典子

様のご尊父　舟戸保様（享年９２）が令和７年２月    

１２日にご逝去されました　謹んでご冥福をお祈

り申しあげます　

文京支部 ： （有）オオシバの代表者　大柴和男様

（享年７８）が令和７年３月５日にご逝去されました

謹んでご冥福をお祈り申し上げます　

会 議 概 要 〔３月～５月〕

３月度理事会

〔令和７年３月４日（火）〕　於）組合会議室

出席理事２１名・監事０名 委任状参加０名

理事長　挨拶

先日、ある製紙会社が倒産するという大変大きな

ニュースがあり、洋紙が大変な状況になっている

事を実感しました。このように大きな会社でも破

綻してしまう事がありますので、我々、古紙業者

もしっかりとした経営をしていかなくてはいけな
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いと思います。また同じような事が無いよう、現

在、全原連では支払い期日の短縮をメーカーにお

願いしている状況です。本日も限られた時間では

ありますが、活発に意見を出し合い協議を進めて

いきたいと思います。

〔各部報告〕

〔直納部〕

３月度の共販輸出ですが、段ボールに関しては輸

出業者５社から札が入りました。他２社は入札辞

退。入札の結果、日商岩井紙パルプ（株）で実施

する事になりました。仕向地は台湾又はベトナム。

業者コメントでは「２月中旬より市況は悪化。一

方でＥＯＣＣ相場反転の話も出ており方向性に注

意必要」

裾物（ミックス）に関しては、輸出業者３社より、

すべて入札辞退の連絡が入りました。

（裾物古紙）
【新聞古紙】

発生は引き続き低調で推移。需給は国内の新聞用

紙は減産基調、白板紙の販売も弱い状況ではある

が、全体的な発生量が少なく強含みは変わらず。

古紙の輸出については引き合いは弱い。

値上げ

① 2023.5.1 ～朝日新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,400 ⇒￥4,900（500 円↗）

② 2023.5.1 ～朝日新聞　東海 3 県（愛知、岐阜、

　三重）4 月末で夕刊廃止。

　月額購読料￥4,000

③ 2023.6.1 ～毎日新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,300 ⇒￥4,900（600 円↗）

④ 2023.7.1 ～日経新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,900 ⇒￥5,500（600 円↗）

⑤ 2024.3.9　日経産業新聞　休刊

　（日経新聞デジタル版へ統合）

⑥ 2024.3.23　読売新聞　購読料　当面据え置き

　発表（￥4,400 維持）

⑦ 2025.1.1 ～　読売新聞　購読料　4,400 円

　→ 4,800 円に値上げ

【雑誌古紙】

発生は発生期を過ぎ入荷は低調。2 月も 1 月に引

き続き減産の外、SD やマシントラブルの影響で

各メーカーとも在庫を持っており引き合いは弱

め。古紙の輸出も価格が下落し弱含み。

【段ボール古紙】

発生は発生期を過ぎ入荷は落ち着いている。2 月

は非需要期であったため引き合いは弱かったが、

3 月からは段ボール原紙の需要期となるため引き

合いは多少回復も、各メーカーとも古紙在庫は

持っている。製品輸出は不振で古紙輸出価格も下

落し全体的には弱含み。

（上物古紙）
【市況概況】

家庭紙原料古紙は発生減だがメーカーの生産も増

えていない。家庭紙原料はＤＩＰや白板向けが逼

迫した場合、タイトになっていくと思われる。

【オフィス古紙】

オフィス古紙は３月に入り少し出て来ている。足

立区内の小売店でトイレットペーパーの価格調査

をしたが、値上げした会社は少なく、値下げした

会社の方が少し多かった。その他は横ばいであっ

た。

データーではコピー用紙の使用が行政の使用が

減った為、減少してきた。

【返本関係】

出版リサイクルセンターの１月の発生状況は前年

対比で１００. ５％、前月対比で１１１. ７％。累

計で前年対比９２. ５％となっています。稼働時

間は減っているが返品は増えている。
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〔集荷部〕

２月の発生はかなり悪かったが回収古紙の雑誌が

少し増えてきた。雑誌では塾関係に使用した古紙

が多かった。関係業者では製本会社の倒産も多

かった。

〔広報部〕

広報誌は現在、３月号の原稿を作成中で、皆様の

お手元には３月下旬に届く予定です。

〔事業部〕

ＴＰＩＣＯの更新対象の会社は、３月３１日まで

に更新書類を提出するようお願い致します。

〔青年部〕

３月１２日（水）青年部ゴルフコンペを開催予定

３月１７日（月）製本二世連合会と懇親会を開催

予定

３月１９日（水）青年部会を開催予定

〔審議・検討・報告事項〕 

協議事項

１．組合員脱退について：　荒川支部

	 （株）マンモスエコロジー　廃業の為

	 令和７年２月２８日付

	 城南支部　瀬口商店　代表者　瀬口　和彦

業務縮小の為　令和７年３月３１日付

	 以上２件の脱退は原案通り承認

２．組合新加入：　城南支部

	 （株）マンモスエコロジー　代表者　清水　豪

令和７年３月１日付

	 以上１件の新入会は原案どおりで承認

３．ランク変更　：　城南支部　（株）滝山

	 新ランク　直納Ｅ　令和７年４月１日付

	 以上１件のランク変更は原案どおりで承認

４．総会関係 ： 第６９回通常総会議案（案）は今

期に役員改定があり、通常の決算関係の他

に定款変更の件と規約変更の件、理事・監

事の選挙の件を付け加えた。　

5．兼務役員について：変更がある場合は内容を

明記して提出する。

６．文京支部と山手支部の合併：文京支部と山手

支部が合併し、山手支部の支部員は文京支

部へ８名、荒川支部へ１名、城南支部へ１

名が移る事となる。

７．第６３回永年勤続従業員表彰推薦　：　表彰

者の募集を募る。　　

８．令和８年　合同新年会の開催日は、令和８

年１月１７日（土）　上野精養軒　「桐の間」

での開催とする。 

９．組合会館の地代について：　令和７年３月３

日（月）に調停が行われ、組合地代１万円

を値上げし１６万とする事となった。但し、

実施は遡って令和６年６月からとなった。 

４月度理事会

〔令和７年４月３日（木）〕 　於）組合会議室

出席理事１８名・監事０名 委任状参加０名　　

理事長　挨拶

市況は相変らず古紙の発生が良くありません。　

このような状態なので、皆さんと協力しながら

対策を考え協力していく事が大切かと思います。

本日の議案は総会の事項が中心となりますのでよ

ろしくお願い致します。

〔各部報告〕

〔直納部〕

４月度の共販輸出ですが、段ボールに関しては

輸出業者５社から札が入りました。他２社は入札

辞退。入札の結果、日商岩井紙パルプ（株）で

実施する事になりました。仕向地は台湾又はベト

ナム、又はタイ。業者コメントでは「中国を中心

とした製品市況は思わしくなく、上昇は限定的と

見られる。」

裾物（ミックス）に関しては、輸出業者３社より、

すべて入札辞退の連絡が入りました。
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（裾物古紙）
【新聞古紙】

発生は引き続き低調で推移。需給は国内の新聞用

紙は減産基調、白板紙の販売も引き続き弱い状況

ではあるが全体的な発生量が少なく強含みは変わ

らず。一部の製紙会社が洋紙事業から撤退したこ

とと新聞古紙の輸出の引き合いが弱いため一時的

に需給が緩和する見込み。

値上げ

① 2023.5/1 ～朝日新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,400 ⇒￥4,900（500 円↗）

② 2023.5/1 ～朝日新聞　東海 3 県（愛知、岐阜、

　三重）4 月末で夕刊廃止。

　月額購読料￥4,000

③ 2023.6/1 ～毎日新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,300 ⇒￥4,900（600 円↗）

④ 2023.7/1 ～日経新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,900 ⇒￥5,500（600 円↗）

⑤ 2024.3/29　日経産業新聞　休刊　

　（日経新聞デジタル版へ統合）

⑥ 2024.3/23　読売新聞　購読料

　当面据え置き発表（￥4,400 維持）

⑦ 2025.1/1 ～　読売新聞　購読料　4,400 円

　→ 4,800 円に値上げアナウンス

	

【雑誌古紙】

発生は年度末ということもあり好調。白板メー

カーは輸出の販売が伸び悩んでおり生産は減産基

調継続。メーカー各社はある程度在庫を持ってお

り引き合いは弱め。古紙の輸出も価格が下落し弱

含み。

【段ボール古紙】

発生は雑誌同様年度末の発生期を迎えているが

思ったほど発生はよくない。３月からは段ボール

原紙の需要期となるため　引き合いは多少回復も

各メーカとも古紙在庫は持っており、国内需給は

やや弱め。古紙の輸出価格は反転し値戻ししてい

るが今後の先行きは不透明。

（上物古紙）
【市況概況】

２月の紙・板紙の国内出荷は、前年同月比３．４％

減少で、グラフィック用紙は出版向け、広告向け

などの需要低迷が続き４．６％減少となった。パッ

ケージ用紙は同３．３％減少、全般的な消費減退

が影響し段ボール原紙が減少した。４月開幕を迎

える大阪・関西万博に向けた土産物向けのパッ

ケージ需要への期待感もある。

【家庭紙】

一部のメーカーでは増産も散見されるが、全体的

には製品値上げによる仮需も表面化しておらず、

製品の荷動きは良くない。原料調達に関しても現

状のところ逼迫感は特になく、生産も低調なこと

から製品在庫も変動ありません。製品の値上げ時

期は若干ずれ込むことが予測され、仮需の発生時

期もずれ込むことが予測される。古紙発生は引き

続き低調ながら生産も低調なことから、ややバラ

ンス気味に推移。

【白板紙】

引き続いて需要は低迷している。パルプ代替品を

除く古紙の入荷も落ち着いておりタイト感は無

く、低位バランスに推移。家庭紙同様に大きな動

きは無い。

◇トピックス

新聞用紙などを生産する丸住製紙 ( 愛媛県四国中

央市 ) が 2 月末、民事再生法の適用を申請した。

主要品種の出荷状況は以下の通り ( 日本製紙連合

会発表 )

・新聞用紙の国内出荷は前年同期比▲１２．５％

（45 カ月連続の減少）

・印刷情報用紙の国内出荷は同▲２．０％（4 カ

月連続の減少）
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・衛生用紙の国内出荷は同▲０．７％（5 カ月振

りの減少）

・段ボール原紙の国内出荷は同▲４．１％（2 カ

月振りの減少）

　※輸出は▲１０．４％（2 カ月振りの減少）

・白板紙の国内出荷は同０．３％増（3 カ月振り

の増加）

　※輸出は▲５５．４％（2 カ月振りの減少）

・包装用紙の国内出荷は同▲０．１％（2 カ月振

りの減少）

【オフィス古紙】

発生は年度末なので通常よりは多かったようで

す。家庭紙製品ではティッシュペーパーでソフト

パックの価格が安くなっていた。

【返本関係】

２月の雑誌古紙発生実績は、前年比 89.6%、前

月比 79.5% となりました。出版共同流通（蓮田）

の返品数は前年比 89.2%、前月比 82.3% です。

稼働日数は 19 日で前年差▲ 2 日、稼働時間は前

年差▲ 51 時間です。

１月の発生が好調でしたが、その反動もあり下落

しています。

雑誌古紙の累計実績、今のところ前年比 92.2%

となっております。なお、稼働時間については、

前年うるう年であり前年比▲２日であるほか、日

勤 16 時終了日が前年比 +7 日、夜勤無し日 +1 日

が影響致しております。

〔集荷部〕

３月の発生は通常よりは多かった。ただコロナ前

の時と比較するとだいぶ少なくなっている。

集荷部会を４月２１日（月）に上野バンブーガー

デンで開催予定。現在、１３名ほど参加予定。

〔広報部〕

広報誌は３月号の原稿がお手元に届いたと思いま

す。次回は６月総会号の予定です。

〔青年部〕

４月１６日（水）青年部会を開催予定

４月２２日（火）キリンビール横浜工場見学予定

６月度理事会

〔令和７年６月４日（水）　於）組合会議室〕

出席理事２０名・監事０名（内、ＴＶ参加 ３名）

委任状参加０名　

鈴木　副理事長　挨拶

上田理事長が体調不備のため急遽、欠席ですので、

副理事長の鈴木が挨拶をします。５月１９日（月）

に第６９回通常総会が開催されますので、本日の

打合せを含めご協力を宜しくお願い致します。

〔各部報告〕

〔直納部〕

５月度の共販輸出ですが、段ボールに関しては輸

出業者４社から札が入りました。他３社は入札辞

退。入札の結果、東方物産（株）で実施する事に

なりました。仕向地はベトナム。業者コメントで

は「各メーカー在庫に余裕があるとの事でＪＯＣ

Ｃもつられピーク時から＄１５以上の暴落となっ

ている」

裾物（ミックス）に関しては、輸出業者３社より、

すべて入札辞退の連絡が入りました。

（裾物古紙）
【新聞古紙】

発生は引き続き低調で推移。需給は国内の新聞用

紙は減産基調も丸住製紙さん分がメーカ各社に割

り振られ多少生産が上がったメーカもある。白板

紙は、販売が引き続き弱い状況に加え一部メーカ

では 5 月の連休に絡めて SD となっているが引き

合いは変わらず。輸出は韓国向けの引き合いが再

び出てきており強含みとなっている。
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値上げ

⑯ 2023.5/1 ～朝日新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,400 ⇒￥4,900（500 円↗）

⑰ 2023.5/1 ～朝日新聞　東海 3 県（愛知、岐阜、

　三重）4 月末で夕刊廃止。

　月額購読料￥4,000

⑱ 2023.6/1 ～毎日新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,300 ⇒￥4,900（600 円↗）

⑲ 2023.7/1 ～日経新聞　購読料（朝夕刊セット）

　￥4,900 ⇒￥5,500（600 円↗）

⑳ 2024.3/29　日経産業新聞　休刊

　（日経新聞デジタル版へ統合）

21　2024.3/23　読売新聞　購読料　当面据え

　置き発表（￥4,400 維持）

22　2025.1/1 ～　読売新聞　購読料　4,400 円

　→ 4,800 円に値上げアナウンス

【雑誌古紙】

発生は年度替わりの時期もあり入荷は好調。需給

は、白板紙メーカーは特に輸出の販売が伸び悩ん

でおり生産は減産基調継続。機密古紙を受入れし

ているメーカーは雑誌古紙の消費も少なく、古紙

在庫も持っており弱含み継続。品質面と段ボール

古紙との価格差もあることから段ボール原紙への

配合も控えている。古紙の輸出も価格が低調で弱

含み。ただ、これから雑誌古紙、機密古紙ともに

非発生期に向かうことから余剰感は時間とともに

解消するのではないかと思われます。

【段ボール古紙】

発生は年度替わりの発生期を迎えているものの盛

り上がりは少ない。需給は輸出向け原紙の販売

が思わしくないうえに上期は SD を計画している

メーカーが多く、現時点では各メーカとも古紙在

庫を持っており国内需給はやや弱い。古紙の輸出

は、＄ベースで若干の値下がりで止まっているが、

為替が円高に振れた分、円価は安くなっており総

じて弱含み。

（上物古紙）
【市況概況】

３月の紙・板紙の国内出荷は前年同期比１．５％

減、２カ月連続の減少となった。紙・板紙の在庫

は前月比７万１千㌧増加で３カ月連続の増加と

なった。一方、製品の輸出は前年同期比４．１％

増加となり、塗工紙等グラフィック用紙の東南

アジア向けが１２．８％増となり５カ月ぶりの増

加に転じた。また紙・板紙の輸出は増加に転じ

たとは言え、１６万トンにとどまり全出荷量の

８. ５％、生産量の８. １％に過ぎず、市況の好転

材料とはなっていない。国内の紙・板紙需給の低

調は長引く物価上昇と世界経済の先行きの不透明

感が消費に影響しており、特に米中経済の動向に

大きく左右されるものと思われる。

【家庭紙】

一部メーカーでは好調な生産を維持するところも

あるが、先般アナウンスされた製品値上げの仮需

も特に発生しておらず、製品の荷動きは良くな

く、あわせて製品在庫も増加した。３・４月の発

生期に積みあがった原料もあり、また低調な白板

生産の影響から弱含みに推移するとの観測も聞か

れる。GW 明けの産業古紙・オフィス古紙の発生

は増加に転じる見込みはない中で、非需要期を迎

えることから原料・製品市況ともに予断を許さな

い状況は続くと思われる。

【白　板】

継続する需要の落ち込みから減産基調も継続中。

原料の調達環境も落ち着いており、タイト感はな

い。家庭紙と同様に予断を許さない状況にある。

◇製品市況は以下の通り

・新聞用紙の国内出荷、前年同期比８．１％減（46

カ月連続）

・印刷情報用紙の国内出荷、同２．６％減（5 カ

月連続）一方、輸出は１２．８％増（5 ヶ月振り）

・段ボール原紙の国内出荷、同０．３％減（2 カ
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月連続）

・白板紙の国内出荷、同２．０％減（2 カ月振り）

輸出は２９．２％減（2 カ月連続）

・衛生用紙の国内出荷、同 1.3％減（2 カ月連続）

【オフィス古紙】

ＧＷ明けのオフィス古紙の発生は増加に転じる可

能性はない中で、非需要期を迎える事で原料・製

品は予断を許さない状況が続く。

【返本関係】

３月の雑誌古紙発生実績は、前年比 99.16%、前

月比 118.1% となりました。出版共同流通（蓮田）

の返品数は前年比 100.6%、前月比 113.6% です。

稼働日数は 22 日で前年差プラス 1 日、稼働時間

は前年差プラス 6 時間です。

〔集荷部〕

集荷部会を４月２１日（月）に集荷部会を開催予

定しました。集荷部員が少なかったので今後は人

数を増やす方法を検討したい。４月の発生は悪く

製本会社が数件廃業となっている。製本会社が数

件廃業した影響で小規模の印刷会社に注文が少し

増えたとの声も聞いている。

〔広報部〕

広報誌は６月総会号の準備に入るので広報委員会

を開き記事内容の検討をしたいと考えています。

〔事業部〕

都市近代化事業協同組合からの新しいパンフレッ

トが届いたので、理事の資料に同封しました。各

支部で要望があれば組合員分の部数を要請しま

す。

〔青年部〕

４月１６日（水）青年部会で青年部総会の打合せ

をしました。総会のご来賓として鈴木副理事長を

ご招待しております。

４月２２日（火）キリンビール横浜工場見学をし

た。

６月２７日・２８日に青年部ゴルフコンペを予定。

〔審議・検討・報告事項〕 

協議事項      　　

（１）第６９回通常総会に関する件

　①総会関係資料参照－総会招集通知書　

　②役員会案内及び総会当日の出欠　

　③進行手順書（常任理事用、理事用）

　④総会当日の進行と担当者に関する全体確認

　　（式次第）

　⑤来賓者の出欠状況と祝辞

　⑥総会資料について（総会議案の上程）議案書

（２）第６３回永年勤続従業員表彰に関する事項

　①永年勤続従業員表彰申込状況　１９名　　

　②被表彰者代表・・美濃紙業（株）高橋秀
ひで

登
と

　③当日出席者　１名

（２）訃報連絡について：現在、訃報連絡は組合

から各支部長へＦＡＸが行き、支部長から

支部員へＦＡＸを送る。

	 今後は組合から直接、組合員へＦＡＸが届

くよう変更する。

〔支部報告〕

千代田支部：支部総会の日程を検討中。

文京支部　：５月２９日（木）支部総会を開催予定。

荒川支部　：４月１２日（土）根岸「宮川」支部

総会開催しました。　

足立支部　：５月１１日～１２日に支部総会を

	 箱根で開催予定。

山手支部　：本部総会終了後に財務整理をして

	 山手支部終了致します。

台東支部　：５月８日（木）支部総会を開催予定。

城南支部　：５月１０日（土）新橋　支部総会予定。

　　　　　  ９月４日（木）支部コンペ開催予定。

江墨支部　：５月１７日（土）支部会開催予定。

城北支部　：５月２７日（火）支部総会を開催予定。
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編  集  後  記

広報部副部長　清水 弘允

今回は総会号ですので、総会に関する記事が中心

となります。

主要な記事は上田理事長体制の継続についてですが、

いくつかの変化がありますので、読んで頂きたい

と思います。

一番の変化は新理事が６名誕生して若返りが実現

した事です。

今回号と次回号で、各３名ずつ自己紹介をして頂

きます。

それに恐縮ですが若返りの方向に反し、私が監査

に就任しました。

また支部に関しては山手支部が解散し、メンバー

が文京支部や足立支部など他支部に移動しました。

また組合広報紙に関しては、今年度から年５回発

行が年４回発行になります。

変化のあるのは世の常ですが、我々の業界も例外

ではないので、今後も変化に対応しながら進んで

行けたらいいと思います。

広報誌発行について
広報部長　高橋 宏明

今年度より広報誌を次のように発行致します。

１月号　  （新年号・賀詞広告の掲載）

４月号　  （新年会及び新年度の話題を掲載）

７月号　  （総会号・中元広告の掲載）

１０月号（研修旅行等）

の年４回です。

広報誌の送付は、いずれも当月の下旬となります。

今後も掲載内容をより充実させお届けできるよう

努力いたしますので宜しくお願い致します。
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組合総合名簿の協賛広告について

広  報  部

この度は、組合総合名簿の協賛広告にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

広報誌では一昨年より２年間に渡り、今回ご協力

頂きました企業・団体に対し１回ずつ無料で広告

掲載をさせて頂きます。掲載の順番や掲載ページ

は、こちらの都合で行いますのであらかじめご了

承願います。（広告を掲載した号の広報誌は、該

当の企業・団体にお送りいたします）

今回も組合とかかわりの深い関係会社を掲載いた

しました。　

尚、有料での掲載も可能ですので、ご希望の際は

組合までお申し出ください。

＜広告料金について＞

広報誌は、年４回発行しております。

掲載と同じ２分の１ページの広告を掲載した場合

１回の掲載は１２, ０００円となります。

掲載ページにつきましては広告数によりますが、

最終ページに近い順に掲載する予定です。

掲載ご希望も場合は、組合事務局へお問合せ下さ

い。その他のご相談も承ります。

お申し込みは、東京都製紙原料協同組合
電　話　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０

Ｋ－ 55

Ｋ－ 56
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賛助会員の入会特典

入会されますと次のような特典があります。

１．組合広報誌を毎号贈呈

２．広報誌に無料で広告掲載が出来る。

３．広報紙面において加入後１回に限り、賛助会

員紹介として企業紹介・事業紹介をする事

が出来る。

４．賛助会員の共同購入事業を詳しく紹介するた

めの講習会を実施する事が出来る。

５．年１回、組合総会の懇親会に参加する事が出

来る。その他についても計画中です。

	 賛助会員にご加入希望の方、及び、入会の

ご紹介をいただける方は組合事務局へご連

絡ください。詳細についてご案内致します。

現在、下記２社の賛助会員が在籍中です。

１.　（株）Ｆ - ＳＵＮツーリストジャパン

２.　極東開発工業（株）
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年間広告掲載会社のご紹介

広報誌では、組合総合名簿の協賛広告にご協力頂

きました企業・団体に対し１回ずつ２年に渡り、

無料で広告掲載をさせて頂いております。

どうぞこの機会に皆様も有料広告掲載をご検討い

ただきますよう宜しくお願い致します。

お申込みや料金等の詳細につきましては、広告先

頭ページのご案内をご参照ください。
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本　　社  〒955-8691  新潟県三条市福島新田丙2318-1

	   TEL 0256-45-1251・FAX 0256-45-2204

東京支店  〒101-0061  東京都千代田区三崎町2-6-7

	   TEL 03-3263-4531・FAX 03-3262-6918

●ホームページの提案･制作･メンテ (HTML･CSS･JavaScript･PHP)

●パソコンの選定･設置･設定、ネットワーク機器の選定･設置･設定
●NAS サーバー･Windows サーバー選定･設置･設定

ホームページ制作ご相談ください!
パソコンやサーバーの設置・設定

●自社で運用可能なWordPress でのホームページ制作･カスタマイズ

ホームページからもお問い合わせ頂けます。


